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   Measurement of concentration of a new sulfon amide, Piridazin-Meito (Sulfamethoxy-

pyridazine), in the blood and the results of its clinical application have been reported. 
   1) Maximum concentrations of 10.6  mg/dl and 19.8  mg/dl of the drug in the blood 

have been reached 6 hours after administrations of 1 gm and 2 gm once a day respectively. 
The concentrations of the drug in the blood 24 hours after the administration were still 
7.5  mg/di, 9.8  mg/d1. From these findings it is evident that this drug is long-acting with 
high concentration in the blood. 

   2) This drug was administered in doses of  0.5-1 gm or  1-2 gm a day by mouth to 
21 cases of infection of the urinary tract, significant improvements were observed in 16 
cases, improvement 3 cases and no change in 2 cases. No side reaction was observed.

緒 言

Kynexは1956年 来FriskandWassen,

Boyer,StricklandandGylfe,Herroldand

Karabatsosら に よつ て 尿路 感 染 症 に 応 用 さ

れ,好 結 果 が報 告 され て い る新 サ ル フア剤 で,

比 較 的小 量 にて 高 血 中濃 度 を保 ち,長 時 間 作 用

性(long-actingeffect)の 特 徴 を 有 して い る.

本 邦 に お い ては名 糖 産i業KKがKynexと 同一

組 成 のPiridazin-Meitoの 合成 に 成功 した.

著 者 等 は本 剤 の 提 供 を受 け て,尿 路 感染 症 に使

用 した ので,そ の臨 床効 果 につ い て報 告 す る.

薬 剤

Piridazin-Meitoは3-Sulfanilamido・6・methoxy

pyridazineで,次 の 化 学 構 造 を 有 し て い る.

NH・一《)一 …NH一 く=〉 一・・H・

NN

本 剤は 最 高 血中 濃 度 が高 く,そ の持 続 時 間 が長 く,

又 各臓 器 に よ く分 布 され,而 も排 泄 が緩 徐 で あ る とい

う特 性 を有 す るので,投 与 回 数及 び投 与 量 が 極め て 少

し・

名 糖 産業KK研 究 所 の動 物 実 験 に よれ ぽ,本 剤 の 血

中 濃 度 及び そ の持続 時 間 は,他 の サ ル フ ア剤(Sulfa-

nilamide,Sul丘soxazole,Sulfisornidin)と 同量 の本
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剤を投与すると,そ の最高血中濃度は2倍 以上に達 す

る.本 剤の投与量を他のサル フア剤の1/6量 に して も,

その最高血中濃度は他のサル ファ剤 と同一 程 度 で あ

り,而 も他の凡てのサル フア剤は投与後24時 間には5

mg%以 下の微量 しか血中に証明 されないが,本 剤に

於ては8mg%の 有効血中濃度 を維持 している.

Piridazin-Meitoの 血 中 濃 度

腎機 能 正常 の健 康 人 に射 し,Piridazin-Meitolg

1回(3例).291回(2例)の 経 口投 与 を 行 い,

それ ぞれ の血 中濃 度 を測 定 し,各 例 の 平均 値 を 第1表

及び第1,2図 に 示 した.

191回 投 与に 於 ては,投 与後6時 間 で最 高 値 に達

第1表Piridazin-Meitoの 血 中 濃度

劉里
血 中 濃 度(mg/d1)

Ii時 間1瑚 ・時間11・時間1・・時間 備考

睡 鯉1・ ・19.・1・ ・.・18.・.・.・13例誰

量1・.・1・.sl・ ・.・1・.・.・.・ 平 均値
i.1.1

『!雄 型8・5113.・

鹸 量図1・ ・

18.0:13.39.22例

il

19,8Il5.29.8.平 均 値
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し遊 離 型10.omg/dl,総 量10.6mg/dlを 示 し,24時

間 後 も遊 離型7.omg/dl,総 量7.5mg/dlを 証 明 した.

291回 投 与 に於 て は,投 与 後6時 間 で最 高 値 に達

し遊 離 型18.omg/dl,総 量19,8mg/dlを 示 し,24時

間 後 も遊 離型9.2mg/dl,総 量9.8mg/d1を 証 明 した.

血 中 の ア セチ ル化 型 の 濃度 は 第1,2図 の如 く,遊

離 型 の6～14%を 占め る にす ぎな かつ た.

市 川等 に よ るKynexの 血 中 濃 度測 定 をみ る と,1

91回 投 与で は3～6時 間で 最 高に 達 し8.6～11.Omg

/d1,24時 間後 で2,3～3.3mg/d】 を 示 してい る.1.5～

291回 投 与 で も3～6時 間で 最 高濃 度(11.9～14・2

mg/d1)に 達 し,12時 間 迄10rng/dl以 上 の 濃度 を持

続 し,24時 間 で7.2mg/d1を 示 してい る.1g及 び2

g投 与 の 血中 の アセ チル 化 の濃 度 は,遊 離型 の12～30

%を 占め てい る.

臨 床 成 績

%
io

8

∂

4

2

'

'
'

A'＼
、 〆 総 量

ノ へ

,')3、
'遊 睦型

14610 24
-一 一 時 間

第1図Piridazi11-Meito血 中濃 度(191回 投 与)

2〃

ノs

あ

14

12

〃

8

6

4

2

'

'
'

,入、

ノ 、、
ノ 　

∠'・ く瑠 量ノ ヘ

ノ 溢醒型 、＼

!＼ 」＼
'、 、

、

1

第2図

4b1024
時閤

Piridazin-Meito血 中 濃 度(291回 投 与)

著 者 等 は21例 の 尿路 感 染症 にPiridazin-Meito(以

下PMと 略 す)を 使 用 し,そ の成 績 の概 要 を 第2表

に 示 した.PM投 与 量 は 本剤 の 血 中濃 度 が高 く,そ の

持…続 時 間 が長 い 特 性に よ り,初 回量1.Og,以 後0.5g

と し,1日1回 投 与 を原 則 と した が,こ れ よ りも増量

して使 用 した 症 例 もあ る.小 児 に は減 量 した.以 下 こ

れ らの症 例に つ い て記 述 す る.

(第1例)K.T.,22才,♀,急 性 膀 胱炎.

初 診3日 前 よ り頻 尿(昼 間1～2時 間 毎,夜 間3～

4回),軽 度 の排 尿 痛 を 来た した.

尿 は軽 度 凋 濁,沈 渣iに赤 血球(+1～2/1視 野),白

血 球(+4～5/1視 野),上 皮 細 胞(+1～2/1視 野).

大 腸菌(+)を 認め た.PM4日 間投 与(第1日1.O

g,第2日 以 後0.5g,1日1回)に よ り,自 覚 症 は

第3日 に て消失 し,尿 は第4日 に て清 澄 とな り,沈 渣

に 大 腸菌 を証 明 しな くな つ て いた.

効 果判 定:著 効

(第2例)1.F.,35才,9,急 性 膀胱 炎.

初 診前 日よ り頻 尿(昼 間30分 ～1時 間 毎,夜 間2～

3回),排 尿 時不 快 感 を来 た した.

尿 は軽 度 潤 濁,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血球(+2～

3/1視 野),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(+)を 証 明 した.

PM4h間 投 与(第1日1.Og,第2日 以 後0.5g,1

日1回)に よ り,自 覚症 は第3日 よ り消 失 し,尿 は 第

4日 にて 清 澄 とな り,沈 渣 に 大 腸 菌 を認 め な く な つ

た.

効 果判 定=著 効

(第3例)M.Y.,38才,♀,急 性 膀 胱 炎.
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第2表Piridazin-Meito使 用症 例 の槻 要

症 例姓 名年令,
性 病 名 投 与 法(総 量)

尿 鏡 検

投与前1後 雛 失炎失

効

定

自消 起消

日 日
症数 菌数

備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

1(.T.i22p

I.F.13S,

M.。 。』8,

LT..47,

I

T.K。123,

I

S.1.L2g,

T.T.130,

K.0.i48,

S.A.132,

Y.F.!40,

K.K.45,

H・S・141,

K.S..5,

H.N.25,

S.T. .35,

M.A.i46

K.M.]61

K.K

M,N

S.K

S.K.45,
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初 診2日 前 よ り頻 尿(昼 間30分 ～1時 間 毎,夜 間4

～5回) ,排 尿 痛 を来 た した.

尿 は 中等 度 掴 濁,沈 渣 に赤 血 球(+5～10/視 野),

白血 球(朴),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(暮)を 認 め

た.4日 間 投 与(第1日1.Og,第2日 以後0,5g,1

日1回)に よる も,自 覚 症 は不 変 で あ り,尿 所 見 の改

善 も得 られ な かつ た ので,他 の療 法 に転 じた.

効 果 判 定:無 効

(第4例)1.T.,47才,6,急 性膀 胱 炎.

初 診 前 日 よ り終 末排 尿 痛,頻 尿(昼 夜 間1時 間 毎)

を来 た した.

尿は 軽 度 掴 濁,沈 渣 に赤 血 球(+1～2/1視 野),白

血 球(什),上 皮 細 胞(+),大 腸 菌(+),球 菌

(+)を 認 め た.PM投 与4日 間(第1日1.Og,第

2日 以後0.5g,1日1回)に よ り,頻 尿 は第2日 に

消失,排 尿痛は第4日 に消失 し,尿 は第4日 にて殆ん

ど透 明とな り,沈 渣は赤血球(一).白 血球(+4～

5/1視野),上 皮細胞(+2～3/1視 野),大 腸菌(一),

球菌(一)と なつた.PM更 に4日 間投与 して尿は全

く清澄 となった.

効果判定:著 効

(第5例)T.K.,23才,9,急 性膀胱炎.

1年 前 の夏に膀胱炎の診断 のもとに医師の治療を う

けた事がある.初 診4日 前 よ り再び終末排尿痛を来た

した.

尿は中等度梱濁,沈 渣 に赤血球(±),白 血球(冊),

上 皮細胞(+),大 腸菌(+),球 菌(粋)を 認めた.

PM投 与4日 間(第1日1.09,第2日 以後0.59,1

日1回)に より,自 覚症は消失 したが,尿 はなお軽度

潤濁,沈 渣は白血球(什),球 菌(+),大 腸菌(一)
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であった.更 にPM投 間4日 間による も尿所見は同

様であったので,他 の療 法に転 じた,

効果判定:有 効

(第6例)S.L,29才,♀,急 性膀胱炎.

1年前 及び3月 前に膀胱炎の診断のもとに医師の治

療を うけた事がある.初 診3日 前 より再 び 終 末 排 尿

痛,残 尿感を来た した.

尿は軽度溺濁,沈 渣に赤血球(+5～6/1視 野),白

血球(+5～6/1視 野),上 皮細胞(+),大 腸菌(+),

球菌(什)を 認めた.PM投 与7日 間(第1日1.09,

第2日 以後0.59,1日1回)に より,自 覚症は消失

したが,尿 はなお軽度瀾濁,沈 渣 に赤血球(+3～4/1

視野),白 血球(+2～3/1視 野),上 皮細胞(+),

大腸菌(+),球 菌(+)を 証明 した.更 にPM投

与7日 間行つたが,尿 所見は不変 であつたので他の療

法に転 した.

効果判定:有 効

(第7例)T.T.,30才,♀,急 性膀胱炎.

1年 前に膀胱炎 の診断 のもとに医師の治療を うけた

事がある.初 診5日 前 より終末排尿痛,残 尿感を来た

す ようになつた.

尿は軽度溺濁,沈 渣に赤血球(一),白 血球(+10

/1視野),上 皮細胞(+5/1視 野),大 腸菌(+)を 認

めた.PM投 与7日 間(第1日1.09,第2日 以後0.5

g,1日1回)に より自覚症は消失 したが,尿 になお

少数の白血球,大 腸菌を認めた.更 にPM投 与7日

間に より尿は全 く清澄 とな り,沈 渣に大腸菌を証 明し

な くなった.

効 果判 定:著 効

(第8例)K.0.,48才,♂,急 性 膀胱 炎.

初診前 夜 よ り頻 尿(昼 夜 間30分 毎),排 尿痛 を来 た

した.

尿は 中等 度 潤濁,沈 渣 に赤 血 球(±0～2/1視 野),

白血球(枡),上 皮細 胞(+),大 腸 菌(惜)を 認 め

た.PM投 与4日 間(第1日1.59,第2日 以 後0.75

9,1日1回)に よ り,自 覚 症は 消 失 した が,尿 は な

お 軽度溺 濁 し,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血 球(+3～7

/1視 野),上 皮 細 胞(一),大 腸菌(+)を 証 明 した.

そ の後患 者 の希 望 に て抗 生 剤療 法 に 変 更 した.

効 果判 定:有 効.

(第9例)S.A.,32才,9,急 性 膀 胱 炎.

初 診2日 前 よ り頻 尿(昼 間2～3時 間 毎,夜 間2

回),終 末排 尿痛 を来 た した 。

尿は 軽度 潤 濁,沈 渣 に 赤血 球(±o～1/1視 野),白

血 球(+4～6/1視 野),上 皮細 胞(+),大 腸菌(+)
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を認 め た,PM投 与4日 間(第1日 初 回1.09,12時

間 後0.5g,第2日 以 後 毎12時 間0.5g)に よ り,自 覚

症 は 第3日 に 消 失 し,尿 は第4日 に て 清 澄 とな り,沈

渣 に 大腸 菌 を 証 明 しな くなっ た.

効 果判 定:著 効

(第10例)Y.F.,40才,♀,急 性膀 胱 炎,

初 診5日 前 よ り頻 尿(昼 間1～3時 間 毎,夜 間2～

3回)を 来 た し,2日 前 よ りは排 尿 痛 を 伴 うよ うに な

っ た.

尿は 軽 度瀾 濁,沈 渣 に赤 血 球(+5～7/1視 野),白

血球(+4～6/1視 野),上 皮 細胞(±o～2/1視 野),

大腸 菌(+),球 菌(+)を 認 め た.PM投 与(第1

日毎12時 間Lo9,第2日 以 後毎12時 間0.59)に よ り

自覚 症 は 第4日 に て軽 度 とな り,第7日 に は 全 く消 失

し,尿 は 清澄 とな り,沈 渣 に大 腸 菌,球 菌 を証 明 しな

くなつ た.第10日 迄 投 与 して中 止 した.2カ 月後 同 様

の症 状 を 以 て再 発 し,PM投 与(前 回 と同様 の方 法)

に よ り,自 覚 症 は第3日 に て消 失,尿 も清澄 とな り,

第6日 まで投 与 を 続け て 中止 した が,そ の後 再 発 をみ

て いな い.

効 果 判 定:著 効

(第11例)K.K.,45才,6,急 性膀 胱 炎.

初 診13日 前 よ り頻 尿,排 尿 痛が あ り,医 師 の 治療 を

受 け て い るが 自覚 症 が梢 々軽 快 せ る程 度 であ つ た.

尿 は軽 度 澗 濁,沈 渣 に 赤血 球(一),白 血球(+5～

6/1視 野),上 皮細 胞(+),大 腸 菌(+)を 認 め た.

PM投 与4日 間 第(第1日 毎12時 間1.09,第2日 以

後 毎12時 間0.59)に よ り,自 覚症 は 全 く消 失 し,尿

は 清澄 とな り,沈 渣 に 大腸 菌 を 証 明 しな くな つ た.

効 果判 定:著 効

(第12例)H.S.,41才,6,急 性 膀 胱 炎.

初 診10日 前 よ り終 末排 尿 痛,頻 尿(昼 間2時 間 毎,

夜 間1～2回)を 来 た した.

尿 は軽 度 溺 濁,沈 渣iに赤 血 球(一),白 血球(÷5～

8/1視 野),上 皮 細胞(+5～8/1視 野),大 腸 菌(+)

を 証 明 した.PM投 与(第1日 毎12時 間1.09,第2

日以後 毎12時 間0.59)に よ り,自 覚 症 は第4日 よ り

軽 快 し第6日 に て全 く消失 し,尿 は清 澄 とな り,沈 渣

に 大腸 菌 を 証 明 しな くな った.第7日 迄 投 与 して以 後

中 止 した が,再 発 を み な かっ た.

効 果 判 定:著 効

(第13例)K.S.,5才,♀,急 性膀 胱 炎.

初 診 前 夜 よ り排 尿 痛,頻 尿 を 来 た した.

尿は 軽 度 咽 濁,沈 渣 に赤 血 球(一),白 血 球(+3～

5/1視 野),上 皮細 胞(±o～1/1視 野),大 腸 菌(+)
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を証明 した.PM投 与4日 間(O.391El1回)に よ

り,自 覚症は第2日 よ り軽 映 し,第4日 には 自覚症は

全 く消失 し,尿 は清澄 とな り沈渣に大腸菌を証 明しな

くなつた.

効果判定1著 効

(第14例)H.N.,25才,δ.慢 性膀胱炎.

初診1年 前 より排尿痛,4月 前 より頻尿,残 尿感を

来た した.

尿は軽度瀾濁,沈 渣に赤血球(帯),白 血球(+8/1

視野),上 皮細胞(+),大 腸菌(+)を 認めた.PM

投与7日 間(第1日19,第2日 以後O.S9,1日1

回)に より排尿痛は消失 し,尿 は清澄 とな り,沈 渣に

大腸菌を証 明しな くなつたが,頻 尿,残 尿感は存 し,

更に7日 間投与に より自覚症の消失をみ た.

効果判定:著 効

(第15例)S.T.,35才,♀,慢 性膀胱炎.

初診40日 前 より頻尿(昼 間10回,夜 間1回),排 尿

時不快感,残 尿感を来た し,医 師 の治療 を うけたが軽

快 しなかった,

尿は軽度潤濁,沈 渣に赤血球(一),白 血球(+),

上皮細胞(+),大 腸菌(+)を 認めた.PM投 与7

日間(第1日1.09,第2日 以後0.S9,1日1回)に

より自覚症は殆ん ど消失 し,時 々の残尿感 のみ となっ

たが,尿 になお大腸菌を認めた.更 に4日 間の投与に

よ り自覚症は全 く消失 し,尿 は清澄 とな り,沈 渣 に大

腸菌を証 明しな くなった.

効果判定:著 効

(第16例)M.A.,46才,6,慢 性膀胱炎兼膀胱腫

瘍.

初 診8月 前頃 よ り時々血尿があ り,3月 前 よ り頻

尿,残 尿感を伴 うようになった.

膀胱鏡検査にて掬指頭大の腫瘍 と粘膜の充血を認め

た.尿 は強度凋濁,沈 渣に赤血球(冊),白 血球(+),

上皮細胞(+).大 腸菌(+)を 証明 した。PM投 与

7日 間(第1日1,09,第2日 以後O.S9,1日1回)

に よ り自覚症は消失 したが,尿 はなお瀾濁 し,沈 査は

赤血球(柵)で あるが,大 腸菌を認めな くなった.

効果判定:著 効

(第17例)K,M..61才,6,慢 性膀胱炎兼前立腺

別出後.

初 診2月 前に前立腺肥大症にて前立腺捌出術施行,

その後排尿障碍はないが,尿 瀾濁 と頻尿が 続 い て い

る.

尿は中等度瀾濁,沈 渣に赤血球(一),白 血球(朴

30/1視 野),上 皮細胞(+),大 腸菌(十1-),球 菌(粁)

を 認 め た.PM投 与7日 間(第1目1.09,第2日 以

後0.59,1日1回)に よ り,自 覚症 は 軽 減 し,尿 瀾

濁 は軽 度 に な り,沈 渣 は 白血 球(+7～8/1視 野),大

腸菌(+)・ 球 菌(+)と な つ た.更 に7目 間 投与 に

よ り自覚 症 は消 失 し,尿 は 消 澄 とな り,大 腸 菌,球 菌

を証 明 しな くなつ た.

効果判定:著 効

(第18例)K.K,,68才,♂,慢 性膀胱炎兼前立腺

肥大症,膀 胱結石 。

数年前 より排尿困難があ り,最 近に至 り尿瀾濁を伴

うよ うになつた.

直腸内触診,尿 道撮影,膀 胱鏡検査にて前立腺肥大

の像を認め,又 粘膜 の充血 と指頭大結石3コ を 認 め

た.尿 は中等度凋濁,沈 渣に赤血球(+),白 血球

(粁),上 皮細胞(+),大 腸菌(什),球 菌(昔)

を認めた.PM投 与14日 間(第1日1.09,第2日 以

後0.59,1日1回)に よる も,尿 所見の改善を得 ら

れなかった,

効果判定=無 効

(第19例)M.N.,75才,6,慢 性膀胱炎兼前立腺

肥大症.

初診6月 前 より残尿感,頻 尿(昼 間1時 間毎,夜 間

3～4回)が あ り,最 近3日 前よ り血尿を伴 うように

なつた.

直腸内触診,尿 道撮影,膀 胱鏡検査にて前立腺肥大

の像があ り,又 粘膜の発赤,充 血を認めた.尿 は中等

度潤濁,沈 渣に赤血球(柵),白 血球(升).上 皮細

胞(+),大 腸菌(+)を 認明 した.PM投 与9日 間

(第1日 毎12時 間1.09,第2日 以後毎12時 間0.59)

に よ り,第2日 に血尿は消失,第7日 には頻尿は軽減

し,第9日 には軽度の頻尿,残 尿感あるも,尿 は清澄

とな り,沈 渣に大腸菌を証明 しな くなった.

効果判定=著 効

(第20例)S.K.,48才,6,慢 性膀胱炎兼膀胱腫

瘍.

初診2月 前 よ り血尿があ り,最 近10日 前 よ り頻 尿

(昼間毎1時 間,夜 間毎2～3時 間)を 伴った.

膀胱鏡 検査にて頂部 より後壁 に及ぶ浸潤性 の腫瘍,

又粘膜の高度充血を認 めた,尿 は中度等潤濁,沈 渣iに

赤血球(柵),白 血球(粁),上 皮細胞(+),大 腸

菌(甘)を 証 明した.PM投 与15日 間(第1日 よ り毎

12時 間O.S9,止 血剤併用)に より血尿は 第3日 に消

失,第6日 より頻尿 も消失 し,第10日には尿は殆んど清

澄 とな り,沈 渣に少数の赤血球を認め るのみ にて,大

腸菌を認めな くなつた.15日 にて投与を中止 し,膀 胱
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全捌出術を施行 した.

効果判定:著 効

(第21例)S,K,,45才,6,非 淋菌性尿道炎.

初診5日 前 より早朝に外尿道 口よ り少量 の白色膿様

分泌物を認める ようになつた.ペ ニシ リンその他 の抗

生剤を用いたが,不 変であった.

尿は第1杯 尿に少数の糸状浮遊物を認め,沈 渣には

少数の白血球,上 皮細胞を認明するのみ で あ っ た.

PM投 与7日 間(第1日1.09,第2日 以後0.59,1

日1回)に より早朝の外尿道 口の分泌物を認めな くな

った.

効果判定=著 効

著者等は前記の如 く,尿 路感染症21例 にPM・ を使

用し,著 効16例,有 効3例,無 効2例 の結果を得た.

疾患別にみ ると,急 性膀胱炎は13例 中著効9例,有 効

3例,無 効1例 であ り,慢性膀胱炎は7例 中著効6例,

無効1例 であ り,非淋菌性尿道炎1例 は著効を示 した,

有効,著 効例では 自覚症消失 日数は3.4～7日 が多 く.

遅 くとも14日迄であ り,起 炎菌消失は外来患者にて連

日検尿を実施 し得 なかつたので,詳細には云えないが,

やは り4～7日 が多 く,遅 くとも14日迄である,1日

29投 与例に於いて,著 効例が稽 々多い感がある.

副作用として頭痛,発 疹,胃 腸症状等が記載 されて

いるが,著 者等は1例 も経 験 しな かった.Herrold

andKarabatsosは50例 にKynexを 使用 して,29

投与の1例 のみ発熱を伴 う全身性発疹を認 めたが短期

間に消失 し,そ の他少数例に頭痛,

った事を述べ ている.

結 語
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軽い胃腸症状があ

著 者 等 は新 サ ル フア剤Piridazin-Meitoの

血 中濃 度 測定 お よび臨 床 成 績 に つ い て 報 告 し

た.

1)本 剤19お よび291回 投 与 に よ り,血

中濃 度 は何 れ も6時 間 に て 最 高 に達 し,夫 々

10.6mg/d1,19.8mg/d1を 示 し,24時 間後 もな

お夫k7'5mg/d1,9.8mg/dlを 証 明 し,本 剤

の 高 血 中濃 度,長 時 聞 作 用 性 の特 微 を明 らか に

した.

2)尿 路 感染 症21例 に本 剤1日 量0.59～19

或 い は19～29の 経 口投 与 に よ り,著 効16例,

有 効3例,無 効2例 の結 果 を得 た.

副 作 用 は1例 も経 験 しな かつ た.
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